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見   る ○
気 づ く ○ ○
識   る ○ ○
疑間を持つ ○ ○
訴 え る ○ ○
女日     る ○ ○
解   る ○ ○ △
広 tヂ る ○ ○
捉 え直 す ○ ○ ○
見 通 す ○ ○ ○
理論的に整理する △ ○ ○
課題を明らかにする △ O ○
行動する,解決する △ ○
体験 体験 実感 理論 理論 現実
実感 理論 現実 現実 解決
解決 実践

































































































































































































































































































































































































































































































鳥取大学教育学部研究報告 教育科学 第 27巻.第2号
の上に立って,より内1容を充実させた学習を同じ体系でも学ばせることとしている。この考え方は,当然,
本小論で提示している学習のねらいと重なるものと言えよう。
⑦ 後藤誠也 :―鳥取県における社会同和教育の現状セ課題,(鳥取大学教育学1部研究報告―一教育科学,第25巻),
1983ぢ P399も
③ 鳥取県教育委員会編 :同和教育資料,社会教育編「子どもとともに」,1985,P3。
(昭和60年9月16日受理)

